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某　　予備校の人気講師がテレビCMで使った「いつ
やるか？今でしょう！」のフレーズが巷でやけに受
けている。
　何のことは無い。　「何かを決断したら、今がそ
の時だから直ぐに取り掛かれ」　と云う事を、現代
風に口語的に軽いノリで言ったに過ぎない。　この
意味では昔から先人も、「思い立ったら吉日」とい
う格言を残している。
　日常の中で、人はやれば良いに決まっている事を
色々な理由をこじつけてなかなか実行に踏み出さな
いケースが意外と多いものである。
　あと数年後に晴耕雨読の一人暮らしを密かに計画
している筆者にとっても、その前に「やらなけれ
ば」と思う事は沢山ある。その中で喫緊の課題とし
て感じているのは、今まで、殆どノータッチであっ
た料理、洗濯等の家事である。これを「いつか」身
につけねばと思いながら、「時間が無い」「何とかな
る」とかの理由で今まで先送りし続けて来た。その
グウタラな自分の背中を押してくれる言葉として、
このフレーズは道徳臭い教条的な響きも無く気軽に
胸に入って来た。早速、今週（今）から家内の指導
でおぼつかない手つきでフライパンを操りながら、
卵焼きから挑戦し始めている。� （A.N）

　　のTVレコーダの毎日８～８：15はすでに予約
済だ。『Raisers9月号』がお手元に届く頃にはドラ
マも終盤になっていることだろう。９月を過ぎたら
主人公やその家族、北三陸の人々に会えなくなると
思うと寂しくてしかたない。
　昨年の７月にタバコを辞めたのでかれこれ１年が
経った。タバコを辞めた代わりにご飯を食べるよう
になり、５キロ増えた。しかし今は徐々に減りつつ
ある。きっと家に帰ってから録っておいた『あま

ちゃん』を早く見たいがため、ご飯もそこそこにし
か食べなくなったからだろう。
　依存体質なのかもしれない。いや、中毒性のもの
か。１つのことにはまってしまうとそのことばかり
考えてしまう。しかし人は多かれ少なかれ何かには
まっているのではないか。それで心のバランスを
取っているように思う。
　と、このように他人に同意を求め自らを正当化す
るのも中毒にかかっている証拠なのかもしれない。
そして今日もほくほくしながら家路を急ぐ。�（H.O）

　　近各社が太陽光発電システムの設置施工に注力
されている。設置施工のスキルアップも重要だが、
もう一歩踏み込み、特定規模電気事業者となって電
力の小売り事業に乗り出すというのも夢でなくなり
つつある。
　電力自由化をめぐる政府の基本方針では、５～７
年後を最終ゴールに、電力の小売りの完全自由化、
発送電の分離を目指すとしている。まず、2015年
をめどに全国を対象に広域的な電力需給計画を立
て、地域をまたがる電力の需給調節に取り組む「広
域系統運用機関」がつくられる。次に電力の小売り
全面自由化を実施。家庭も含めて、どこの電力会社
からでも電気が買えるようになるそうだ。最終段階
（2018～2020年）では、料金規制が撤廃され、家庭
用の電気料金についても、各電力会社が自由に値段
を決められるようになる。
　なんでもかんでも規制緩和するのはどうかと思う
が、こと電力自由化については大歓迎。価格の安さ
が良いか、停電しない安定性が良いか、あるいは自
然エネルギーによる発電が良いのか、自分の好みに
合わせたメニューの中から電力会社を選ぶことがで
きるのだから。� （Y.H）
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